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〈今月の紙面〉
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・「食料・農業 知っておきたい話」－９４－（２面）
・新品種の海外流出防止 農水省が改正種苗法説
明会 （３面）
・食生活 生産者に「感謝感じる」９５．５％ （４面）
・レタス 土壌改善と窒素５０％削減の効果（５面）
・子牛の下痢症軽減・腸炎死亡頭数低減 （６面）
・黒毛繁殖 リノール酸給与で繁殖成績向上

（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
２９
日
、
２１
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し
を
発
表

し
た
。
全
国
の
生
乳
生
産
量
は
３
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
る
見
込
み
。
北
海
道
が
５
年

連
続
で
増
産
の
一
方
、
都
府
県
は
増
産
見
込
み
の
２０
年
度
を
や
や
下
回
る
予
測
。
北
海
道

か
ら
都
府
県
へ
の
生
乳
移
出
量
は
引
き
続
き
前
年
度
以
上
と
な
る
見
通
し
で
、
都
府
県
の

生
産
は
、
依
然
と
し
て
需
要
に
応
じ
た
水
準
を
確
保
で
き
な
い
水
準
に
あ
る
。

２０
年
度
の
全
国
の
生
乳
生

産
は
、
２
年
連
続
の
増
産
と

な
る
見
込
み
。
北
海
道
が
前

年
度
比
１
・
６
％
増
の
４
１

５
万
７
千
㌧
、
都
府
県
が
０

・
３
％
増
の
３
２
８
万
１
千

㌧
、
全
国
で
は
１
・
０
％
増

の
７
４
３
万
８
千
㌧
と
見
通

し
た
。

２１
年
度
の
乳
用
牛
の
２
歳

以
上
の
頭
数
は
、
北
海
道
で

は
約
１
万
２
千
頭
増
加
し
、

都
府
県
で
は
２０
年
度
と
同
水

準
で
推
移
す
る
見
通
し
。
生

乳
生
産
は
北
海
道
で
は
伸
び

率
が
拡
大
し
、
２
・
１
％
増

の
４
２
４
万
６
千
㌧
と
予

測
。
都
府
県
は
２０
年
度
を
や

や
下
回
り
、
０
・
６
％
減
の

３
２
５
万
９
千
㌧
と
予
測
。

そ
の
結
果
、
全
国
で
は
０
・

９
％
増
の
７
５
０
万
６
千
㌧

と
、
３
年
連
続
の
増
産
が
見

込
ま
れ
る
。

一
方
、
需
要
面
で
は
、
牛

乳
類
（
牛
乳
、
加
工
乳
、
成

分
調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
）
の

生
産
量
は
０
・
２
％
増
の
４

６
６
万
２
千
㌔
㍑
と
予
測
。

う
ち
牛
乳
は
、
１
・
０
％
増

の
３
２
２
万
４
千
㌔
㍑
と
堅

調
に
推
移
す
る
見
通
し
。
業

務
用
以
外
は
２０
年
度
並
み
、

業
務
用
は
や
や
回
復
す
る
も

の
と
見
込
ん
だ
。
ま
た
、「
は

っ
酵
乳
」
は
０
・
３
％
増
の

１
０
６
万
１
千
㌔
㍑
と
見
通

し
て
い
る
。

用
途
別
処
理
量
は
、
生
乳

生
産
の
増
産
に
伴
い
、
飲
用

等
向
け
が
堅
調
に
推
移
し
て

も
、
乳
製
品
向
け
は
２０
年
度

を
上
回
る
見
通
し
。
脱
脂
粉

乳
、
バ
タ
ー
と
も
に
生
産
量

が
２０
年
度
よ
り
増
加
し
、
脱

脂
粉
乳
の
２１
年
度
末
在
庫
量

は
１０
・
３
％
増
の
９
万
８
８

０
０
㌧（
９
・
３
ヵ
月
分
）、

バ
タ
ー
は
３
・
０
％
減
の
３

万
８
４
０
０
㌧
（
５
・
６
ヵ

月
分
）
の
見
込
み
。
適
正
な

在
庫
量
と
す
る
た
め
、
需
要

喚
起
対
策
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。都

府
県
の
北
海
道
か
ら
の

生
乳
移
入
量（
道
外
移
出
量
）

は
、
４
・
７
％
増
の
５６
万
１

千
㌧
と
、
７
年
連
続
で
前
年

度
を
上
回
る
見
通
し
。
都
府

県
で
は
、
乳
用
牛
の
２
歳
未

満
の
頭
数
が
２０
年
度
を
下
回

っ
て
推
移
す
る
見
込
み
で
、

今
後
の
生
乳
生
産
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
需
要
動
向
は
不
透
明

な
状
況
に
あ
る
。
Ｊ
ミ
ル
ク

は
「
家
庭
内
で
の
牛
乳
乳
製

品
の
利
用
拡
大
を
中
心
に
、

需
要
の
拡
大
を
図
る
よ
う
、

酪
農
乳
業
が
一
丸
と
な
っ

て
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
強

調
し
て
い
る
。

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
全
開
連
）
は
１
月

２９
日
、
会
議
室
で
第
１９
回
臨

時
総
会
を
開
催
し
た
。
全
開

連
人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
再

建
に
係
る
２
議
案
及
び
付
帯

決
議
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成

多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
、

可
決
さ
れ
た
。

熊
本
県
球
磨
郡
錦
町
の
人

吉
食
肉
セ
ン
タ
ー
と
ゼ
ン
カ

イ
ミ
ー
ト
㈱
は
、
「
令
和
２

年
７
月
豪
雨
」
に
よ
る
球
磨

川
の
氾
濫
で
甚
大
な
冠
水
被

害
を
受
け
、
操
業
が
停
止
し

た
。臨

時
総
会
提
出
議
案
に
つ

い
て
は
、
１
月
１８
日
に
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
、
２１
日
に
北
海
道

・
東
日
本
・
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
の
会
員
へ
の
説
明
会
を
開

催
。
第
１
号
議
案
は
「
再
建

３
ヵ
年
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
」
。
再
建
３
ヵ
年
計
画
書

｛
第
７３
年
（
２０
年
）
度
か
ら

第
７５
年
（
２２
年
）
度
ま
で
｝

に
は
、
人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー

を
再
建
す
る
た
め
の
収
支
計

画
及
び
財
務
計
画
（
資
金
・

償
還
・
投
資
計
画
）
が
示
さ

れ
て
い
る
。

第
２
号
議
案
は
「
人
吉
食

肉
セ
ン
タ
ー
並
び
に
ゼ
ン
カ

イ
ミ
ー
ト
㈱
復
旧
計
画
の
承

認
に
つ
い
て
」
。
復
旧
計
画

書
の
冒
頭
に
は
、
再
建
の
意

義
を
「
本
会
が
九
州
管
内
で

会
員
と
と
も
に
行
う
系
統
事

業
を
、
今
後
も
継
続
・
拡
大

さ
せ
る
た
め
に
も
食
肉
セ
ン

タ
ー
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

の
再
建
は
重
要
な
意
義
を
持

つ
」
と
明
記
。
錦
町
内
の
別

の
場
所
に
施
設
を
設
置
す

る
。
施
設
能
力
・
製
造
計
画

は
、
と
畜
処
理
４０
頭
／
日
、

部
分
肉
処
理
３０
頭
／
日
と
し

て
い
る
。

農
水
省
は
１
月
２９
日
、
２１

年
度
の
国
家
貿
易
に
よ
る
乳

製
品
の
輸
入
枠
数
量
を
発

表
。
バ
タ
ー
は
前
年
度
比
５４

％
減
の
６
４
０
０
㌧
、
脱
脂

粉
乳
は
前
年
度
と
同
じ
７
５

０
㌧
に
設
定
し
た
。

輸
入
枠
は
毎
年
１
月
に
翌

年
度
全
体
の
数
量
を
設
定

し
、
５
月
と
９
月
に
検
証
を

行
う
。
２０
年
度
は
検
証
の
結

果
、バ
タ
ー
は
１
万
４
千
㌧
、

脱
脂
粉
乳
は
日
米
貿
易
協
定

に
基
づ
く
７
５
０
㌧
の
み
だ

っ
た
。

バ
タ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
飲
用
等

向
け
生
乳
か
ら
の
仕
向
け
が

進
み
、
４
〜
１２
月
の
生
産
量

が
増
加
。
消
費
は
、
外
食
需

要
な
ど
が
減
退
し
た
こ
と
か

ら
、
１２
月
末
の
在
庫
は
３
万

５
千
㌧
（
前
年
同
月
比
４９
％

増
）
と
な
っ
て
い
る
。

脱
脂
粉
乳
も
バ
タ
ー
と
同

様
に
生
産
量
が
増
加
。
消
費

は
、
健
康
意
識
の
高
ま
り
に

よ
り
、
は
っ
酵
乳
の
販
売
が

一
時
好
調
と
な
り
上
向
い
た

も
の
の
、
そ
の
後
落
ち
着
い

た
こ
と
か
ら
、
１２
月
末
の
在

庫
は
８
万
２
千
㌧
（
同
１９
％

増
）
と
な
っ
て
い
る
。

バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
と
も

に
十
分
な
在
庫
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
バ
タ
ー
は
大
幅
に
減

ら
し
、
脱
脂
粉
乳
は
７
５
０

㌧
の
み
に
据
え
置
い
た
。
ホ

エ
イ
、
バ
タ
ー
オ
イ
ル
を
合

わ
せ
た
総
輸
入
量
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
世
界
貿
易
機
関
）
で
約
束

し
た
数
量
（
カ
レ
ン
ト
・
ア

ク
セ
ス
、
生
乳
換
算
で
１３
万

７
千
㌧
）
に
と
ど
め
る
。

農
水
省
は
２
月
２
日
、
昨

年
１２
月
か
ら
の
記
録
的
な
大

雪
に
よ
る
被
災
農
林
漁
業
者

へ
の
支
援
対
策
を
発
表
し

た
。大

雪
で
東
北
及
び
北
陸
地

方
を
中
心
に
、
各

地
で
農
業
用
ハ
ウ

ス
や
畜
舎
等
の
倒

壊
、
果
樹
の
枝
折
れ
、
倒
伏

な
ど
、
多
く
の
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
対
策
は
、
▽
農

業
用
ハ
ウ
ス
、
共
同
利
用
施

設
等
の
導
入
の
支
援
▽
経
営

再
開
、
経
営
継
続
に
向
け
た

支
援
▽
災
害
復
旧
事
業
等
の

促
進
▽
鳥
獣
被
害
防
止
施
設

の
復
旧
等
の
支
援
―
な
ど
が

柱
と
な
っ
て
い
る
。

畜
産
・
酪
農
の
経
営
再
開
、

経
営
継
続
に
向
け
た
支
援
と

し
て
、簡
易
畜
舎
等
の
整
備
、

畜
舎
・
鶏
舎
等
の
簡
易
な
修

理
、
死
亡
し
た
繁
殖
用
家
畜

・
乳
用
牛
の
代
替
家
畜
の
導

入
、
乳
房
炎
の
治
療
・
予
防

管
理
等
の
支
援
な
ど
を
実
施

す
る
。

同
省
が
ま
と
め
た
農
林
水

産
関
係
の
被
害
状
況
（
２
月

１２
日
現
在
、
２７
道
府
県
）
に

よ
る
と
、
被
害
額
は
１
０
８

億
２
千
万
円
に
上
っ
て
い

る
。
農
業
の
被
害

が
１
０
６
億
円
と

大
半
を
占
め
る
。

う
ち
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害

が
１
万
３
６
７
４
件
で
８６
億

２
千
万
円
と
最
も
多
く
、
次

い
で
畜
産
用
施
設
が
４
０
８

件
で
６
億
６
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

農
水
省
は
１
月
２５
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
き
、
２０
年

度
の
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書
（
以
下
「
白
書
」
）
の
作

成
に
向
け
て
、
議
論
を
開
始

し
た
。

同
省
は
国
民
各
層
の
食
料

・
農
業
・
農
村
へ
の
理
解
と

関
心
を
一
層
高
め
る
た
め
、

毎
年
「
白
書
」
を
作
成
し
て

い
る
。
今
部
会
で
は
、
白
書

の
構
成
案
を
提
示
し
た
。

第
１
部
の
２０
年
度
食
料
・

農
業
・
農
村
の
動
向
（
動
向

編
）
で
は
、
冒
頭

の
ト
ピ
ッ
ク
ス

で
、
特
徴
的
な
動

き
と
し
て
、
農
林

水
産
物
・
食
品
の

輸
出
の
新
た
な
戦

略
、
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦

略
、
ス
マ
ー
ト
農

業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
を
取
り

上
げ
る
。

特
集
は
「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
」
が
テ
ー
マ
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
食
料
・
農
業

・
農
村
へ
の
影
響
を
記
録
・

分
析
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
向

け
た
新
た
な
動
き
を
紹
介
す

る
。
具
体
的
に
は
、
外
出
自

粛
要
請
等
に
よ
る
食
料
消
費

へ
の
影
響
、
生
産
者
・
食
品

産
業
へ
の
影
響
と
対
応
状
況

に
加
え
、
地
方
へ
の
関
心
や

働
き
方
、
交
流
に
関
す
る
新

た
な
動
き
な
ど
に
つ
い
て
も

記
述
す
る
。

本
文
は
、
①
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
②
農
業
の
持
続

的
な
発
展
③
農
村
の
振
興
④

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
や

防
災
・
減
災
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
―
の
４

章
で
構
成
。

第
２
部
の
２１
年
度
食
料
・

農
業
・
農
村
施
策（
施
策
編
）

で
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
項
目
に
沿
っ
た
構

成
を
基
本
と
し
、

食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
（
２０

年
３
月
閣
議
決

定
）
な
ど
を
基
に

施
策
を
整
理
す

る
。複

数
の
委
員
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
つ
い
て
詳
細
な

記
述
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
生
産
者
側

の
委
員
は
「
中
小
農
家
を
置

き
去
り
に
し
な
い
記
述
を
し

て
ほ
し
い
」
「
人
材
確
保
の

た
め
、
農
業
が
魅
力
あ
る
職

業
と
認
識
さ
れ
る
内
容
に
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

今
後
、
同
部
会
で
白
書
の

骨
子
案
や
本
文
案
な
ど
を
議

論
す
る
。
５
月
頃
に
閣
議
決

定
し
、
国
会
へ
の
提
出
、
公

表
を
予
定
し
て
い
る
。

表１ ２０２０年度の地域別生乳生産量（見通し）
（千トン、％）

都府県

前年比
１００．４
１００．２
１００．３

１，６３８
１，６４２
３，２８１

北海道

前年比
１０２．１
１０１．０
１０１．６

２，１０１
２，０５７
４，１５７

全 国

前年比
１０１．４
１００．７
１０１．０

３，７３９
３，６９９
７，４３８

上期
下期
年度計

表２ ２０２１年度の地域別生乳生産量（見通し）
都府県

前年比
９９．９
９９．６
１００．０
９７．８
１００．２
１００．６
９９．３
９９．１
９９．０
９９．０
９９．０
９８．９
９９．７
９９．０
９９．４

（Ｊミルクの資料から）

２８９
２９５
２７４
２６５
２５７
２５３
２６５
２５９
２７３
２７９
２５８
２９３

１，６３３
１，６２７
３，２５９

北海道

前年比
１０１．１
１０１．３
１０２．６
１０２．２
１０１．６
１０１．９
１０２．０
１０２．３
１０２．５
１０２．６
１０２．８
１０３．０
１０１．８
１０２．５
１０２．１

３４９
３６６
３５９
３６５
３５７
３４４
３５２
３４０
３５７
３６１
３３０
３６８

２，１３８
２，１０９
４，２４６

全 国

前年比
１００．５
１００．５
１０１．４
１００．３
１０１．０
１０１．３
１００．８
１００．９
１００．９
１０１．０
１０１．１
１０１．１
１００．８
１０１．０
１００．９

６３８
６６１
６３２
６３０
６１４
５９７
６１７
５９９
６３０
６４０
５８８
６６１

３，７７０
３，７３５
７，５０６

４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月
上期
下期
年度計

生
乳
３
年
連
続
増
産
見
込
み

Ｊ
ミ
ル
ク
の

２１
年
度
予
測

都
府
県
移
入
量
７
年
連
続
増

コロナ拡大の影響を特集
食料・農業・農村白書作成へ議論開始

バ
タ
ー
５
割
減
・
脱
粉
７５０
㌧
の
み
に

農
水
省
、２１
年
度
輸
入
枠
設
定

食
肉
セ
ン
タ
ー
再
建
へ

全開連

臨
時
総
会
で
計
画
承
認

農水省

大
雪
被
害
に
支
援
策

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
は
２
月
５
日
、
２０

年
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
実
績
が
前
年
比
１
・
１

％
増
の
９
２
２
３
億
円
に
な

っ
た
と
発
表
し
た
。
１
兆
円

に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の

の
、
８
年
連
続
で
過
去
最
高

額
を
更
新
。
家
庭
食
向
け
需

要
な
ど
で
畜
産
品
や
米
の
輸

出
額
が
増
加
し
た
。

内
訳
は
、
加
工
食
品
を
含

む
農
産
物
が
前
年
比
１１
・
７

％
増
の
６
５
６
５
億
円
、
林

産
物
が
２
・
８
％
増
の
３
８

１
億
円
、
水
産
物
は
２０
・
８

％
減
の
２
２
７
７
億
円
。
農

産
物
が
全
体
の
約
７
割
を
占

め
た
。
世
界
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
業
務
用
需
要
は
減
っ

た
が
、
家
庭
食
向
け
需
要
の

増
加
や
販
売
方
法
の
改
善
等

に
よ
り
、
７
月
以
降
は
６
ヵ

月
連
続
で
輸
出
額
が
増
加
し

た
。
１２
月
は
単
月
で
１
０
０

８
億
円
と
な
っ
た
。

農
産
物
の
輸
出
額
を
品
目

別
に
み
る
と
、
畜
産
品
が
７

７
１
億
円
と
９
・
０
％
増
え

た
。
中
で
も
鶏
卵
は
家
庭
食

向
け
用
途
の
大
幅
な
増
加

で
、
１
０
７
・
４
％
増
の
４６

億
円
と
倍
増
。
牛
乳
・
乳
製

品
も
ベ
ト
ナ
ム
で
の
育
児
用

調
整
粉
乳
の
需
要
に
よ
り
、

２
２
２
億
円
と
２０
・
４
％
増

え
た
。
牛
肉
は
２
・
７
％
減

の
２
８
９
億
円
だ
っ
た
。

野
菜
・
果
実
等
は
２
・
９

％
増
の
４
５
８
億
円
。た
だ
、

青
果
物
は
２
９
４
億
円
で
１

・
０
％
減
っ
た
。
リ
ン
ゴ
が

１９
年
産
の
生
産
量
減
少
に
よ

り
、
１
０
７
億
円
と
２６
・
２

％
減
っ
た
こ
と
が
響
い
た
。

ブ
ド
ウ
は
２９
・
１
％
増
の
４１

億
円
、
イ
チ
ゴ
は
２４
・
８
％

増
の
２６
億
円
と
好
調
だ
っ

た
。こ

の
ほ
か
、
米
（
援
助
米

除
く
）
が
１５
・
０
％
増
の
５３

億
円
、
緑
茶
が
１０
・
６
％
増

の
１
６
２
億
円
、
日
本
酒
が

３
・
１
％
増
の
２
４
１
億
円

と
伸
び
た
。

輸
出
先
国
・
地
域
別
に
み

る
と
、
香
港
２
０
６
１
億
円

（
１
・
２
％
増
）
、
中
国
１

６
３
９
億
円
（
６
・
６
％

増
）
、
米
国
１
１
８
８
億
円

（
４
・
０
％
減
）
、
台
湾
９

７
６
億
円（
８
・
０
％
増
）、

ベ
ト
ナ
ム
５
３
７
億
円
（
１８

・
３
％
増
）
の
順
だ
っ
た
。

２０
年
の
輸
出
額
に
少
額
貨

物
等
を
含
め
る
と
、
前
年
比

１
・
６
％
増
の
９
８
６
６
億

円
と
な
る
。
政
府
は
少
額
貨

物
等
を
含
め
２５
年
に
２
兆

円
、
３０
年
に
５
兆
円
の
輸
出

額
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

○
農
業
の
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
て

農
薬
使
用
量
の
半
減
や
有
機
農

業
面
積
を
２５
％
に
拡
大
す
る
な
ど

を
目
標
と
す
る
欧
州
の
「
フ
ァ
ー

ム
ｔ
ｏ
フ
ォ
ー
ク
」
（
農
場
か
ら

食
卓
ま
で
）
戦
略
、
カ
ー
ボ
ン
フ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
生
産
・
流
通
・

消
費
工
程
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

排
出
量
）
の
大
幅
削
減
な
ど
を
目

標
と
す
る
米
国
の
「
農
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
２
０

２
０
年
に
公
表
さ
れ
た
の
を
受
け

て
、
我
が
国
も
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー

ン
地
域
に
お
け
る
農
業
の
グ
リ
ー

ン
化
（
環
境
負
荷
削
減
）
モ
デ
ル

を
策
定
し
て
、
世
界
の
食
料
・
農

業
グ
リ
ー
ン
化
の
ル
ー
ル
づ
く
り

に
も
積
極
的
に
参
画
す
る
た
め
に

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
欧
米
主
導
で
、
厳

し
い
グ
リ
ー
ン
化
ル
ー
ル
が
国
際

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
、
貿
易
障

壁
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
回
避
す

る
た
め
、
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の

特
殊
性
を
前
面
に
出
し
つ
つ
、
緩

や
か
な
グ
リ
ー
ン
化
目
標
を
国
際

的
に
主
張
し
て
い
こ
う
と
い
う
意

図
も
大
き
く
働
い
て
い
る
。

○
Ｅ
Ｕ
の
「
フ
ァ
ー
ム
ｔ
ｏ
フ
ォ

ー
ク
」
（
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
）

戦
略Ｅ

Ｕ
（
欧
州
）
委
員
会
は
、
２０

年
５
月
に
本
戦
略
を
公
表
し
、
欧

州
の
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム

へ
の
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示

し
て
い
る
。
今
後
、
二
国
間
貿
易

協
定
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
条
項
を
入

れ
る
等
、
国
際
交
渉
を
通
じ
て
Ｅ

Ｕ
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

次
の
数
値
目
標
（
目
標
年
：
３０

年
）
を
設
定
し
て
い
る
。

・
農
薬
の
使
用
及
び
リ
ス
ク
の
５０

％
削
減

・
一
人
当
た
り
食
品
廃
棄
物
を
５０

％
削
減

・
肥
料
の
使
用
を
少
な
く
と
も
２０

％
削
減

・
家
畜
及
び
養
殖
に
使
用
さ
れ
る

抗
菌
剤
販
売
の
５０
％
削
減

・
有
機
農
業
に
利
用
さ
れ
る
農
地

を
少
な
く
と
も
２５
％
に
到
達

な
ど
。

○
米
国
の
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ジ
ェ
ン
ダ

米
国
農
務
省
は
、
２０
年
２
月
に

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
公
表
し
、
５０
年
ま

で
の
農
業
生
産
量
の
４０
％
増
加
と

環
境
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
５０
％
削
減

の
同
時
達
成
を
目
標
に
掲
げ
た
。

さ
ら
に
技
術
開
発
を
主
軸
に
以
下

の
目
標
を
設
定
し
た
。

・
３０
年
ま
で
に
食
品
ロ
ス
と
食
品

廃
棄
物
を
５０
％
削
減

・
５０
年
ま
で
に
土
壌
健
全
性
と
農

業
に
お
け
る
炭
素
貯
留
を
強
化

し
、
農
業
部
門
の
現
在
の
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
純
減

・
５０
年
ま
で
に
水
へ
の
栄
養
流
出

を
３０
％
削
減

な
ど
。

○
農
水
省
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
は
、
農
林
水
産
省
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
持
続
的
な

食
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

①
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
に
掲
げ
た
生
産
基
盤
の
強
化
を

持
続
性
あ
る
形
で
進
め
る
（
基
本

計
画
は
閣
議
決
定
、
み
ど
り
戦
略

は
農
水
省
策
定
）
、

②
時
間
軸
を
設
け
、
革
新
的
な

技
術
開
発
と
社
会
実
装
（
研
究
成

果
を
社
会
問
題
解
決
の
た
め
に
応

用
す
る
こ
と
）
を
段
階
的
に
進
め

る
、③

生
産
者
、
事
業
者
、
消
費
者

が
各
段
階
で
取
り
組
む
、

と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。

「
み
ど
り
戦
略
」
に
は
、
５０
年

ま
で
の
目
標
と
し
て
、
農
林
水
産

業
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
、
ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
を
含
む
化
学

農
薬
使
用
量
の
削
減
、
有
機
農
業

面
積
の
拡
大
（
目
標
値
を
示
す
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
）
、
地

産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
て
の
規
制
見
直
し
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
み
ど
り
戦
略
」で
は
、

目
標
の
実
現
行
程
も
段
階
的
な
進

め
方
を
具
体
的
に
提
示
し
よ
う
と

し
て
い
る
点
も
、
た
だ
の
ア
ド
バ

ル
ー
ン
に
し
な
い
た
め
の
従
来
に

な
い
工
夫
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

世
界
的
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
日

本
の
農
薬
基
準
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
見
た
目
重
視
の
消
費
者
・

流
通
業
者
の
意
識
改
革
を
進
め
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
多

角
的
取
り
組
み
姿
勢
が
示
さ
れ
て

い
る
。

○
ス
マ
ー
ト
農
業
の
用
語
が
並
ぶ

し
か
し
、そ
の
実
現
に
向
け
て
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
、
ス
マ
ー
ト
技
術
な
ど
の

用
語
が
並
び
、
「
高
齢
化
、
人
手

不
足
だ
か
ら
、Ａ
Ｉ
で
解
決
す
る
」

と
い
う
方
向
性
は
、
人
が
い
な
く

な
っ
て
、
企
業
的
経
営
が
ぽ
つ
ん

と
残
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
壊

し
、
「
多
様
な
農
家
が
共
存
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
で
き
る

姿
」
が
見
え
て
こ
な
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
中
小
経
営
や
半
農
半

Ｘ
も
含
む
多
様
な
経
営
体
が
地
域

農
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
、
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
と
相

反
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、「
み
ど
り
戦
略
」の
策
定
は
、

新
基
本
計
画
に
多
様
な
経
営
体
の

重
要
性
を
復
活
さ
せ
た
人
達
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
「
大
規
模

化
の
た
め
の
技
術
で
な
く
、
篤
農

家
で
な
く
て
も
誰
で
も
農
畜
産
業

が
で
き
る
技
術
を
普
及
す
る
こ
と

で
、
農
業
や
有
機
農
業
の
す
そ
野

を
広
げ
、
農
村
に
人
を
呼
び
込
め

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
意
図

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
期
待

し
た
い
。

た
だ
、
現
状
の
Ａ
Ｉ
・
ス
マ
ー

ト
農
業
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、

相
当
の
大
規
模
区
画
で
な
い
と
有

効
で
な
く
、
も
っ
と
現
場
に
足
を

運
ん
で
、
現
場
の
状
況
を
踏
ま
え

た
事
業
提
案
を
し
て
も
ら
わ
な
い

と
使
え
な
い
、
と
い
う
声
が
大
規

模
経
営
層
か
ら
も
挙
が
っ
て
お
り

（
２１
年
２
月
３
日
に
聴
取
）
、
誰

で
も
使
え
る
技
術
に
し
て
い
く
に

は
課
題
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

○
酪
農
・
畜
産
分
野
か
ら
の
働
き

か
け
も
必
要

一
方
、
予
期
せ
ぬ
遺
伝
子
損
傷

な
ど
で
世
界
的
に
懸
念
が
高
ま
っ

て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
に
つ
い
て
、

無
批
判
的
に
推
進
の
方
向
（
ト
マ

ト
、
イ
ネ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
コ
ム

ギ
な
ど
）
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て

い
る
点
は
大
い
に
問
題
と
な
ろ

う
。今

年
の
５
月
の
決
定
が
目
指
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
点
の
是

正
を
含
め
、
小
規
模
・
家
族
的
農

林
漁
業
な
ど
を
含
む
多
様
な
農
業

に
配
慮
す
る
方
向
性
が
し
っ
か
り

と
組
み
込
ま
れ
、
地
域
の
ｉ
ｎ
ｃ

ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ
な
（
あ
ま
ね
く
包

含
す
る
）
発
展
に
つ
な
が
る
戦
略

に
な
る
よ
う
、
各
方
面
か
ら
の
働

き
か
け
、
イ
ン
プ
ッ
ト
が
重
要
と

思
わ
れ
る
。

第９４回

米
国
農
務
省
は
２
月
９

日
、
２０
／
２１
年
度
１０
回
目
の

世
界
及
び
主
要
国
の
穀
物
・

大
豆
に
関
す
る
需
給
見
通
し

を
発
表
し
た
。
世
界
の
穀
物

（
小
麦
、
粗
粒
穀
物
、
米
）

及
び
大
豆
の
生
産
量
が
消
費

量
を
下
回
る
と
の
予
測
は
今

回
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
小

麦
及
び
大
豆
の
期
末
在
庫
量

は
前
月
予
測
か
ら
下
方
修
正

さ
れ
た
。

【
穀
物
】

小
麦
の
生
産
量
は
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
な
ど
で
下
方
修
正

さ
れ
た
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

で
上
方
修
正
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
世
界
全
体
で
前
年
度
比

１
・
２
％
増
の
７
億
７
３
４

４
万
㌧
と
な
る
見
通
し
。
世

界
の
消
費
量
は
、
中
国
で
飼

料
用
需
要
、
イ
ン
ド
で
食
料

需
要
な
ど
が
増
加
す
る
こ
と

か
ら
、
上
方
修
正
。
期
末
在

庫
量
は
１
・
４
％
増
の
３
億

４
２
２
万
㌧
に
下
方
修
正
さ

れ
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
生
産
量
は
、
南

ア
フ
リ
カ
で
作
付

面
積
の
引
き
下
げ
に
よ
り
上

方
修
正
さ
れ
、
世
界
全
体
で

１
・
６
％
増
の
１１
億
３
４
０

５
万
㌧
と
な
る
見
通
し
。
世

界
の
消
費
量
は
、
Ｅ
Ｕ
で
下

方
修
正
さ
れ
た
が
、
中
国
で

上
方
修
正
さ
れ
、
前
年
度
よ

り
増
加
す
る
見
通
し
。
期
末

在
庫
量
は
５
・
４
％
減
の
２

億
８
６
５
３
万
㌧
に
上
方
修

正
さ
れ
た
。

【
大
豆
】

大
豆
の
生
産
量
は
前
月
か

ら
大
き
な
変
更
は
な
く
、
前

年
度
よ
り
増
加
し
、
世
界
全

体
で
７
・
３
％
増
の
３
億
６

１
０
８
万
㌧
と
な
る
見
通

し
。
世
界
の
消
費
量
は
、
中

国
な
ど
で
飼
料
用
需
要
が
回

復
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
増
加
す
る
見
通

し
。
期
末
在
庫
量
は
１２
・
１

％
減
の
８
３
３
６
万
㌧
に
下

方
修
正
さ
れ
た
。

特
に
、
主
産
国
で
あ
る
米

国
の
期
末
在
庫
量
の
減
少
幅

が
大
き
い
。
生
産
量
は
１６
・

４
％
増
と
前
年
度
を
上
回
る

も
の
の
、
輸
出
量
が
中
国
向

け
の
急
増
に
よ
り
、
３３
・
８

％
増
と
前
年
度
を
大
き
く
上

回
る
見
込
み
。
今
年
８
月
末

の
期
末
在
庫
量
は
７７
・
２
％

減
と
大
き
く
減
る
見
通
し
。

期
末
在
庫
率
｛
期
末
在
庫
量

×
１
０
０
／
（
消
費
量
＋
輸

出
量
）
｝
は
１０
・
７
㌽
低
下

の
２
・
６
％
と
、
１３
／
１４
年

度
以
来
の
低
水
準
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。

２０２０年 農林水産物・食品の輸出額
増減率
（％）

＋１．１

＋１１．７

＋１４．３

＋９．０

＋１０．５

＋２．９

＋９．４

＋２．８

－２０．８

（農水省の資料から）

金額
（億円）

９，２２３

６，５６５

３，７４０

７７１

５１０

４５８

１，０８５

３８１

２，２７７

品 目

農林水産物・食品 合計

農産物

加工食品
（アルコール飲料、調味料、菓子等）

畜産品
（肉類、牛乳・乳製品、鶏卵等）

穀物等
（米、小麦粉等）

野菜・果実等
（青果物、果汁等）

その他農産物
（タバコ、緑茶、花き等）

林産物
（丸太、製材、合板）

水産物
（水産物、水産調整品）

大
豆
期
末
在
庫
量
を
下
方
修
正

２０
年
農
林
水
産
物
輸
出
９２２３
億
円

２０
／
２１
年
度
世
界
の
需
給
見
通
し

８
年
連
続
で
過
去
最
高
更
新

「みどりの食料システム戦略」と
酪農・畜産
「みどりの食料システム戦略」と
酪農・畜産

東京大学教授 鈴木宣弘氏
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農
水
省
は
１
月
２２
日
か
ら

２
月
５
日
に
か
け
て
、
種
苗

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
改
正
種
苗
法
）
の
全
国
説

明
会
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会

（
９
ヵ
所
）
を
開
催
し
た
。

同
省
知
的
財
産
課
種
苗
室
の

担
当
者
が
、
法
改
正
の
概
要

と
留
意
点
を
説
明
。
植
物
の

新
品
種
を
開
発
し
た
育
成
者

の
権
利
（
育
成
者
権
）
を
強

化
し
、
登
録
品
種
の
海
外
流

出
を
防
止
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
る
。
農
業
者

に
よ
る
登
録
品
種
の
種
子
や

苗
木
の
自
家
増
殖
は
、
育
成

者
権
者
の
許
諾
が
必
要
と
な

る
。新

品
種
の
開
発
に
は
多
く

の
コ
ス
ト
が
必
要
で
、
そ
の

価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
は

知
的
財
産
権
の
保
護
が
不
可

欠
で
あ
る
。
種
苗
法
は
優
良

な
品
種
を
保
護
し
、
新
品
種

の
開
発
を
促
進
す
る
制
度
。

同
法
で
保
護
さ
れ
る
品
種

は
、
新
た
に
開
発
さ
れ
、
同

法
で
登
録
さ
れ
た
品
種
に
限

ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
一
般
品

種
（
※
）
の
利
用
は
何
ら
制

限
さ
れ
な
い
。

※
在
来
種
、
品
種
登
録
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
品
種
、
登

録
期
間
が
切
れ
た
品
種
。

改
正
種
苗
法
は
昨
年
１２
月

２
日
に
成
立
し
、
同
９
日
に

公
布
さ
れ
た
。
主
な
条
文
の

施
行
日
は
２１
年
４
月
１
日
及

び
２２
年
４
月
１
日
と
な
っ
て

い
る
。

〈
法
改
正
の
概
要
〉

１

輸
出
先
国
の
指
定

（
海
外
持
ち
出
し
制
限
）

﹇
２１
年
４
月
１
日
施
行
﹈

出
願
者
が
品
種
登
録
出
願

時
に
、①
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ
条
約（
植

物
の
新
品
種
の
保
護
に
関
す

る
国
際
条
約
）
加
盟
国
で
あ

っ
て
、
品
種
の
保
護
が
適
正

に
行
わ
れ
る
国
を「
指
定
国
」

と
し
て
指
定
し
、
②
指
定
国

以
外
の
国
へ
の
種
苗
の
持
ち

出
し
を
制
限
す
る
旨
の
利
用

条
件
を
農
水
省
に
届
け
出
る

こ
と
で
、
登
録
品
種
の
国
外

へ
の
持
ち
出
し
を
制
限
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

「
指
定
国
」
以
外
で
あ
っ

て
も
、
育
成
者
権
者
の
許
諾

に
よ
り
輸
出
は
可
能
で
あ

る
。法

改
正
に
よ
っ
て
、
海
外

へ
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
種
苗
等
を
譲
渡
し

た
者
も
刑
事
罰
や
損
害
賠
償

等
の
対
象
と
な
り
得
る
（
育

成
者
権
の
侵
害
罪
は
１０
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
）
。

２

国
内
の
栽
培
地
域
指

定
（
指
定
地
域
外
の
栽
培
の

制
限
）
﹇
同
﹈

出
願
者
が
品
種
登
録
出
願

時
に
、
①
登
録
品
種
の
産
地

を
形
成
し
よ
う
と
す
る
地
域

を
「
指
定
地
域
」
と
し
て
指

定
し
、
②
指
定
地
域
以
外
の

地
域
で
の
栽
培
（
収
穫
物
の

生
産
）
を
制
限
す
る
旨
の
利

用
条
件
を
農
水
省
に
届
け
出

る
こ
と
で
、
登
録
品
種
の
国

内
指
定
地
域
外
で
の
栽
培
を

制
限
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

特
定
の
地
域
に
栽
培
を
限

定
す
る
こ
と
で
産
地
形
成
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
制
度
で
あ
る
た
め
、「
指

定
地
域
な
し
」
と
す
る
届
出

を
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。

「
指
定
地
域
」
以
外
で
あ

っ
て
も
、
育
成
者
権
者
の
許

諾
に
よ
り
栽
培
は
可
能
で
あ

る
。３

登
録
品
種
の
増
殖
は

許
諾
に
基
づ
き
行
う
﹇
２２
年

４
月
１
日
施
行
﹈

農
業
者
に
よ
る
登
録
品
種

の
自
家
増
殖
は
、
育
成
者
権

者
の
許
諾
を
必
要
と
す
る
。

農
業
者
が
増
殖
す
る
際
の

契
約
行
為
等
の
機
会
に
品
種

の
利
用
条
件
を
伝
達
す
る
機

会
が
生
ま
れ
、
よ
り
適
切
な

品
種
の
管
理
が
期
待
さ
れ

る
。個

別
の
農
業
者
の
増
殖
許

諾
を
、
団
体
等
が
と
り
ま
と

め
て
育
成
者
権
者
か
ら
一
括

し
て
受
け
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

４

登
録
品
種
の
表
示
の

義
務
化
﹇
２１
年
４
月
１
日
施

行
﹈改

正
種
苗
法
で
は
、
種
苗

ま
た
は
そ
の
包
装
・
缶
な
ど

に
、登
録
品
種
で
あ
る
旨（
現

行
法
は
努
力
義
務
）
及
び
輸

出
の
制
限
、
栽
培
地
域
の
制

限
が
あ
る
場
合
の
表
示
義
務

が
課
せ
ら
れ
る
。

２１
年
度
予
算
案
の
重
点
事

項
「
農
山
漁
村
の
活
性
化
」

で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
の

実
施
（
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
、
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金
）
に

前
年
度
と
同
額
を
計
上
し
て

い
る
ほ
か
、
中
山
間
地
農
業

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
〈
一
部

公
共
〉
に
４
０
６
億
円
（
２０

年
度
４
４
２
億
円
）
を
確
保

し
て
い
る
。
中
山
間
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
多
様
な
取

り
組
み
に
対
し
、
各
種
支
援

事
業
に
お
け
る
予
算
の
優
先

枠
の
設
定
や
支
援
の
強
化
な

ど
に
よ
り
後
押
し
す
る
。

〈
政
策
目
標
〉

中
山
間
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
営
農
と
所
得
の
確
保

に
取
り
組
み
、
２５
年
度
ま
で

に
事
業
目
標
を
達
成
し
た
地

区
を
３
５
０
地
区
創
出
す

る
。〈

事
業
の
主
な
内
容
〉

国
の
指
針
に
即
し
て
、
複

数
の
市
町
村
単
位
等
で
中
山

間
地
農
業
の
振
興
を
図
る
地

域
別
農
業
振
興
計
画
を
都
道

府
県
が
策
定
し
、
そ
の
計
画

に
基
づ
き
各
種
支
援
事
業
の

優
先
採
択
等
を
行
う
。

①
中
山
間
地
域
農
業
推
進

対
策

・
地
域
の
所
得
向
上
に
向
け

た
計
画
を
深
化
さ
せ
る
取
り

組
み
な
ど
の
支
援
と
、
棚
田

保
全
活
動
や
複
合
経
営
の
実

践
な
ど
の
推
進
を
モ
デ
ル
支

援
す
る
ほ
か
、
都
市
部
と
農

村
部
の
連
携
強
化
・
持
続
化

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を

支
援
（
中
山
間
地
農
業
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
推
進
事
業
）

・
特
色
あ
る
農
業
者
や
農
村

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
、
地
元
密
着
型
の
支
援
体

制
を
整
備
・
強
化
（
地
域
密

着
型
農
業
者
等
サ
ポ
ー
ト
体

制
強
化
事
業
）

②
多
様
で
豊
か
な
農
業
と

美
し
く
活
力
あ
る
農
山
村
の

実
現
に
向
け
た
支
援

中
山
間
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
農
業
や
、
観
光
、
福

祉
、
教
育
等
と
連
携
し
た
都

市
農
村
交
流
や
農
村
へ
の
移

住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
農
地
等
の
地
域
資
源
の

維
持
・
継
承

地
域
の
共
同
活
動
を
支
援

す
る
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み
を

推
進
し
、
兼
業
農
家
も
含
め

た
小
規
模
な
農
業
者
も
地
域

の
重
要
な
一
員
と
し
て
支
援

す
る
。

②
と
③
は
連
携
事
業
と
支

援
事
業
（
優
先
枠
・
優
遇
措

置
）
で
後
押
し
す
る
。
地
域

を
下
支
え
す
る
③
の
連
携
事

業
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
。支
援
事
業
は
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
、
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
の
う
ち
整
備

事
業
、
畜
産
生
産
力
・
生
産

体
制
強
化
対
策
事
業
の
う
ち

国
産
飼
料
資
源
生
産
利
用
拡

大
対
策
（
放
牧
活
用
型
）
、

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
交
付
金
―
の
５
つ
と

な
っ
て
い
る
。

滋
賀
県
の
東
部
に
位
置
す

る
東
近
江
市
は
三
重
県
に
接

え

ち

し
、
愛
知
川
に
沿
っ
て
琵
琶

湖
東
岸
ま
で
東
西
に
長
い
。

０５
（
平
成
１７
）
年
、
八
日
市

市
、
神
崎
郡
永
源
寺
町
・
五

個
荘
町
、
愛
知
郡
愛
東
町
・

湖
東
町
が
合
併
し
て
発
足
。

永
源
寺
町
の
一
部
を
分
離

し
、
青
野
町
を
設
置
し
た
。

鈴
鹿
山
麓
に
あ
る
同
町
は
、

ダ
ム
建
設
に
伴
う
入
植
移
住

者
が
切
り
開
い
た
。

八
日
市
市
の
陸
軍
飛
行
場

跡
を
は
じ
め
、
永
源
寺
町
、

愛
東
町
な
ど
に
属
す
る
平
地

林
は
、
国
の
緊
急
食
糧
増
産

対
策
に
よ
り
、
開
拓
地
に
設

定
さ
れ
た
。
４６
（
昭
和
２１
）

年
１１
月
、
開
拓
計
画
に
基
づ

き
、
先
発
隊
が
ま
ず
八
日
市

地
区
の
測
量
を
行
い
、
翌
年

か
ら
入
植
が
始
ま
っ
た
。

併
行
し
て
、
愛
知
川
の

上
流
に
農
業
用
水
国
営
愛

知
川
ダ
ム
の
建
設
が
計
画

さ
れ
た
。
永
源
寺
町
の
三

地
区
が
水
没
す
る
た
め
、

住
民
２
１
３
戸
の
う
ち
何

十
戸
か
は
、
同
町
青
野
玉

緒
地
区
に
入
植
移
住
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
次
の
入
植
は
５７
年

で
、
翌
年
、
青
野
開
拓
地
の

入
植
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
第
二
次
、
第
三
次
と

続
き
、
合
計
９０
戸
余
が
入
植

し
た
。
農
地
配
分
は
１
戸
当

た
り
約
０
・
８
㌶
。
５７
年
に

県
が
約
５
㌶
を
重
機
で
整
地

し
、
稲
の
作
付
け
が
で
き
る

運
び
と
な
っ
た
。
だ
が
、
地

質
は
強
酸
性
の
瘠
せ
地
。
入

植
者
は
山
深
き
谷
間
か
ら
下

山
し
た
人
々
で
、
畑
作
の
経

験
し
か
な
く
、
水
田
の
肥
培

管
理
は
苦
労
が
多
か
っ
た
。

開
墾
が
進
み
、
区
画
さ
れ

ほ

た
圃
場
が
拡
が
っ
て
い
っ

た
。
宅
地
化
も
進
み
、
移
り

住
む
一
般
人
が
多
く
な
っ

た
。
現
在
の
青
野
町
の
世
帯

数
は
約
２
０
０
、
人
口
は
約

５
７
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

三
重
県
に
通
じ
る
国
道
４

２
１
号
線
沿
い
の
多
目
的
集

会
場
の
広
場
内
に
、
記
念
碑

が
あ
る
。
青
野
町
自
治
会
が

０７
年
に
建
立
し
た
も
の
で
、

碑
銘
は
「
青
野
の
郷
」
。
隣

の
副
碑
に
は
「
青
野
町
誕
生

の
歩
み
」が
刻
ま
れ
て
い
る
。

中
段
に
「
当
時
の
開
墾
に

は
機
械
の
導
入
も
少
な
く
、

人
力
、
牛
馬
の
力
に
て
開
墾

が
行
わ
れ
、
先
代
の
方
々
は

毎
日
汗
と
泥
に
ま
み
れ
大
変

な
苦
労
を
さ
れ
、
現
在
の
青

野
の
基
礎
を
築
か
れ
た
」
、

末
尾
に
「
ダ
ム
建
設
に
伴
う

入
植
か
ら
五
十
年
と
な
る
こ

の
期
に
、
先
代
の
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
、
こ
の
歴

史
を
次
代
の
子
孫
に
伝
え
る

た
め
茲
に
記
念
碑
を
建
立

し
、顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

青
森
県
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
青
森
県
循
環
型
社
会

形
成
推
進
功
労
者
等
表
彰
」

の
２０
年
度
の
表
彰
式
が
１
月

２２
日
、
青
森
市
内
で
開
催
さ

れ
た
。
開
拓
組
織
か
ら
、
ゆ

う
き
青
森
農
協
（
本
所
：
東

北
町
）
が
地
域
の
有
機
資
源

（
ナ
ガ
イ
モ
残
さ
）
を
活
用

し
た
循
環
型
農
業
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
表
彰
を
受
け

た
。同

県
の
環
境
保
全
や
環
境

美
化
及
び
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
・
再
利

用
（
リ
ユ
ー
ス
）
・
再
生
利

用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
活
動
の

推
進
、
廃
棄
物
の
収
集
運
搬

・
処
分
事
業
な
ど
で
功
績
が

顕
著
な
者
を
表
彰
す
る
。
そ

の
労
苦
に
報
い
る
と
と
も

に
、
循
環
型
社
会
形
成
の
推

進
及
び
県
民
の
環
境
保
全
意

識
の
高
揚
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

「
地
域
環
境
保
全
功
労
者

等
」
「
循
環
型
社
会
形
成
推

進
功
労
者
等
」
の
２
区
分
ご

と
に
、
個
人
、
団
体
等
を
表

彰
す
る
。
ゆ
う
き
青
森
農
協

は
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
。
同
農
協
は
県
下
一
の
ナ

ガ
イ
モ
生
産
量
を
誇
る
。
洗

浄
、
選
別
な
ど
で
残
さ
が
発

生
す
る
。
同
農
協
は
、
そ
の

残
さ
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
に
よ
り
、
廃
棄
物

処
理
費
用
の
削
減
と
売
電
収

入
を
得
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
循
環
型
社
会
形

成
推
進
に
貢
献
し
て
い
る
。

全
開
連
人
事

（
２
月
１
日
付
）

▽
西
日
本
支
所
長
兼
食
肉

営
業
部
長（
食
肉
営
業
部
長
）

磯
部
好
正
▽
管
理
部
・
ゼ
ン

カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
出
向
（
西
日

本
支
所
長
兼
北
九
州
・
長
崎

販
売
事
業
所
長
）
坂
上
昌
弘

▽
西
日
本
支
所
次
長
兼
北
九

州
・
長
崎
販
売
事
業
所
長（
西

日
本
支
所
次
長
）
新
原
隆
行

開
拓
組
織
の
動
き

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

予
定
さ
れ
て
い
る
、
開
拓
組

織
・
関
係
機
関
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

３
月

１０
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１１
日

全
開
連
監
事
会

４
月

１５
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

監
事
監
査
・
監
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

監
事
監
査

２０
日

全
開
連
定
期
監
査

（
西
日
本
支
所
、
食
肉

営
業
部
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ

ー
ト
㈱
）

新
品
種
の
海
外
流
出
を
防
止

滋賀県東近江市青野町・青野開拓

農
水
省
が
改
正
種
苗
法
説
明
会

「青野の郷」

ゆ う き
青森農協
資
源
循
環
で
県
か
ら
表
彰

ナ
ガ
イ
モ
残
さ
で
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

２１
年
度
予
算「
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
」

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
営
農
を
支
援
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内
閣
府
は
１
月
１５
日
、「
食

生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
全
国

の
１８
歳
以
上
の
３
０
０
０
人

が
対
象
（
有
効
回
答
：
１
９

６
７
人
）
。
農
業
・
畜
産
業

な
ど
の
生
産
活
動
等
に
感
謝

を
感
じ
る
人
が
９
割
を
超
え

た
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
発
生
後
に
米
消
費
が
増

え
た
人
は
約
２
割
だ
っ
た
。

食
育
に
つ
い
て

「
自
然
の
恩
恵
や
食
の
生

産
活
動
へ
の
感
謝
を
感
じ
る

か（
全
体
）」は
、「
よ
く
」「
時

々
」「
た
ま
に
」
を
合
わ
せ
た

９５
・
５
％
が
「
感
じ
る
」
と

回
答
し
た
。
男
女
別
で
は
、

女
性
が
９６
・
３
％
で
、
男
性

よ
り
１
・
９
㌽
高
か
っ
た
。

年
代
別
で
は
６０
代
９７
・
２
％
、

５０
代
９７
・
１
％
、
７０
歳
以
上

９６
・
２
％
の
順
で
高
い
。

「
自
然
の
恩
恵
や
食
の
生

産
活
動
へ
の
感
謝
を
感
じ
る

と
き（
１
８
７
８
人
、複
数
回

答
）」は
、図
の
順
で
高
い
。男

女
別
で
は
、全
項
目
で
女
性

が
高
か
っ
た
。年
代
別
で
は
、

「
旬
の
食
材
な
ど
を
食
べ
た

と
き
」が
、
４０
代
で
６７
％
超
、

５０
代
〜
７０
歳
以
上
で
７４
％
超

で
最
も
高
い
。
若
年
層
を
み

る
と
、
１８
〜
２９
歳
で
５９
・
７

％
、
３０
代
は
６７
・
６
％
と「
美

味
し
い
食
材
や
料
理
を
食
べ

た
と
き
」が
最
も
高
か
っ
た
。

米
消
費
に
つ
い
て

「
米
を
購
入
す
る
と
き
に

重
視
す
る
要
素（
全
体
、同
）」

で
は
、
価
格
が
６３
・
７
％
と

最
も
高
く
、
次
い
で
産
地
が

５６
・
３
％
、
品
種
が
５２
・
７

％
だ
っ
た
。

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性

は
品
種
が
５３
・
８
％
で
女
性

よ
り
２
・
０
㌽
高
く
、
女
性

は
価
格
が
６４
・
９
％
、
産
地

が
５９
・
０
％
で
、
そ
れ
ぞ
れ

男
性
よ
り
２
・
６
㌽
、
６
・

０
㌽
高
か
っ
た
。
年
代
別
で

は
、
１８
歳
〜
５０
代
で
価
格
が

６４
％
超
と
最
も
高
く
、
６０
〜

７０
歳
以
上
は
産
地
が
６１
％
超

で
最
も
高
か
っ
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
前
後
の
米
の
消
費
の
変

化
（
全
体
）
」
で
は
、
「
変

わ
ら
な
い
」
が
７７
・
４
％
と

多
数
を
占
め
、「
増
加
し
た
」

が
１７
・
９
％
だ
っ
た
。

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性

は
「
変
わ
ら
な
い
」
が
８１
・

１
％
で
女
性
よ
り
６
・
８
㌽

高
い
。
女
性
は「
増
加
し
た
」

が
２０
・
７
％
で
男
性
よ
り
６

・
２
㌽
高
か
っ
た
。
年
代
別

で
は
、
「
増
加
し
た
」
が
３０

代
が
２７
・
２
％
、
５０
代
が
２１

・
８
％
、
４０
代
が
２１
・
４
％

の
順
で
高
い
。

「
米
の
消
費
が
増
加
し
た

理
由（
３
５
２
人
、
複
数
回

答
）」は
、「
家
庭
で
米
を
使
っ

た
調
理
が
増
え
た
」が
８５
・
５

％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
米

を
使
っ
た
中
食
の
回
数
が
増

え
た
」が
３１
・
０
％
、「
米
に
限

ら
ず
、そ
も
そ
も
食
べ
る
量

が
増
え
た
」
が
２５
・
３
％
。

「
減
少
し
た
理
由（
７９
人
、

同
）
」
で
は
、
「
米
に
限
ら

ず
、
そ
も
そ
も
食
べ
る
量
が

減
っ
た
」が
４８
・
１
％
、「
パ

ン
や
麺
類
な
ど
を
食
べ
る
機

会
が
増
え
た
」
が
３８
・
０
％

な
ど
で
高
か
っ
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の

た
め
の「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
実
践
し
た
上
で
の
「
国
が

推
進
す
べ
き
共
食
（
人
と
一

緒
の
食
事
）の
内
容（
全
体
、

同
）」は
、「
屋
外
で
の
共
食
」

が
４９
・
８
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
、
「
働
き
方
改
革
の

推
進
に
よ
る
家
庭
で
の
共

食
」
が
３９
・
０
％
、
「
農
林

漁
業
体
験
を
セ
ッ
ト
に
し
た

共
食
」が
２３
・
５
％
だ
っ
た
。

農
水
省
は
１２
月
２４
日
、

「
女
性
農
業
者
が
輝
く
農

業
創
造
の
た
め
の
提
言
〜

見
つ
け
て
、位
置
づ
け
て
、

つ
な
げ
る
」
を
公
表
。
農

村
地
域
に
人
材
を
呼
び
込

み
、
地
域
や
農
業
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
女
性
の
活
躍
推
進
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
女
性
農
業
者
や
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
「
女
性
の
農
業
に
お

け
る
活
躍
推
進
に
向
け
た

検
討
会
」
が
報
告
書
を
と

り
ま
と
め
た
。
女
性
農
業

者
に
関
す
る
施
策
の
提
言

は
、９２
年
の「
２
０
０
１
年
に

向
け
て

新
し
い
農
山
漁
村

の
女
性
」以
来
、２８
年
ぶ
り
。

報
告
書
で
は
、
冒
頭
に
女

性
活
躍
の
意
義
と
効
果
を
説

明
。
前
回
の
提
言
か
ら
の
進

展
を
「
地
域
の
方
針
策
定
へ

の
女
性
の
参
画
」
「
家
族
経

営
協
定
の
締
結
」
な
ど
５
項

目
に
分
け
て
振
り
返
り
、
今

後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を

「
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど

の
負
担
軽
減
」
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
」
な

ど
３
項
目
に
分
け
て
分
析
し

て
い
る
。

課
題
の
解
決
に
向
け
た
提

言
の
主
な
内
容
は
、
表
の
と

お
り
。
①
は
、
会
合
な
ど
で

の
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

ほ
か
、
家
族
経
営
協
定
を
農

業
高
校
生
や
後
継
者
に
周
知

す
る
こ
と
等
を
目
指
す
。
②

は
、
都
道
府
県
・
市
町
村
に

女
性
農
業
者
向
け
の
相
談
窓

口
の
設
置
、
女
性
グ
ル
ー
プ

を
つ
な
ぐ
横
断
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
な
ど
を
目
指

す
。
③
は
、
女
性
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
研
修
や
地
域
で

の
女
性
参
画
の
具
体
的
目

標
を
設
定
す
る
。④
で
は
、

同
省
女
性
活
躍
推
進
室
が

中
心
と
な
り
、
他
省
庁
・

自
治
体
・
農
協
・
農
業
委
員

会
な
ど
の
間
の
連
携
を
強

化
。
提
言
が
ど
の
程
度
推

進
で
き
て
い
る
か
１０
年
ご

と
を
目
安
に
評
価
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
中
長
期
的

に
取
り
組
む
課
題
と
し

て
、
性
別
ご
と
に
役
職
に

対
し
て
一
定
の
人
数
や
比

率
を
割
り
当
て
る
「
ク
オ

ー
タ
制
」
の
導
入
検
討
、

家
族
経
営
協
定
の
登
録
制

度
創
設
な
ど
に
よ
る
推
進

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
１５
日
、

「
牛
乳
乳
製
品
に
関
す
る
食

生
活
動
向
調
査
２
０
２
０
」

の
結
果
（
速
報
版
）
を
公
表

し
た
。
全
国
の
１５
〜
７９
歳
の

男
女
１
万
５
０
０
人
が
対

象
。
前
年
の
調
査
に
比
べ
、

牛
乳
類
を
毎
日
購
入
す
る
人

は
減
少
し
て
い
る
一
方
、
１

回
当
た
り
の
購
入
量
が
多
い

人
が
増
え
て
い
る
。

牛
乳
類
の
購
入
頻
度
（
１５

〜
６９
歳
、１
万
人
）は
、「
購
入

し
な
い
」が
３０
・
５
％（
前
年

比
３
・
２
㌽
増
）
で
最
も
高

く
、
次
い
で「
週
１
回
程
度
」

２５
・
０
％（
０
・
７
㌽
減
）、

「
週
２
〜
３
回
」
が
１９
・
９

％（
０
・
１
㌽
減
）だ
っ
た
。

購
入
し
な
い
層
の
増
加
、
毎

日
購
入
す
る
層
の
減
少
が
１８

年
か
ら
続
い
て
い
る
。

性
年
代
別
（
全
体
）
に
み

る
と
、
「
週
２
回
以
上
」
は

男
女
と
も
に
６５
〜
７９
歳
で
最

も
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
４０
・
６

％
、
４６
・
２
％
。
男
女
と
も

お
お
む
ね
５０
代
以
上
で
高
い

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

牛
乳
類
の
１
回
当
た
り
の

購
入
量
（
１５
〜
６９
歳
、
６
９

４
７
人
）
は「
２
㍑
程
度
」が

１９
・
４
％（
０
・
６
㌽
増
）、

「
３
㍑
以
上
」
が
７
・
０
％

（
０
・
６
㌽
増
）
な
ど
で
増

加
。
コ
ロ
ナ
禍
の
買
い
物
回

数
の
減
少
に
伴
う
大
量
買
い

の
影
響
も
一
因
と
み
ら
れ

る
。２
㍑
以
上
を
男
女
別（
全

体
の
う
ち
７
３
７
４
人
）
で

み
る
と
、
男
女
と
も
に
１５
〜

１９
歳
で
最
も
高
く
、
そ
れ
ぞ

れ
４０
・
０
％
、
３５
・
９
％
。

お
お
む
ね
若
年
層
で
１
回
当

た
り
購
入
量
が
多
い
傾
向
。

牛
乳
類
の
飲
用
頻
度
（
１５

〜
６９
歳
、
１
万
人
）
は
「
飲

ま
な
い
」
が
２２
・
３
％
（
８

・
７
㌽
増
）
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
毎
日
１
回
」
が
１５

・
８
％
（
１
・
１
㌽
減
）
、

「
週
１
〜
２
回
」
が
１３
・
２

％
（
１
・
１
㌽
増
）
。
コ
ロ

ナ
の
拡
大
、
成
分
調
整
牛
乳

・
加
工
乳
の
消
費
量
減
少
な

ど
の
影
響
と
み
ら
れ
た
。

牛
乳
類
の
飲
用
方
法
（
全

体
の
う
ち
８
２
１
７
人
）は
、

男
女
と
も
６５
〜
７９
歳
で
「
そ

の
ま
ま
飲
む
」が
最
も
高
く
、

そ
れ
ぞ
れ
７７
・
９
％
、７１
・
４

％
。女
性
は「
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

に
混
ぜ
て
飲
む
」が「
そ

の
ま
ま
飲
む
」
と
ほ
ぼ

同
水
準
で
、「
牛
乳
類
を

飲
ま
な
い
」の
増
加
の

一
因
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

牛
乳
・
乳
製
品
の
選

択
基
準
（
全
体
の
う
ち

７
４
６
４
人
）
は
、「
好

み
」が
１３
・
３
％
、「
安

全
性
」
が
１０
・
２
％
、

「
鮮
度
」
「
お
い
し
さ
」

が
９
・
７
％
の
順
。
男

女
と
も
、高
年
代
で「
国

産
」「
鮮
度
」
が
高
い
傾

向
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
消
費
が

増
え
て
い
る
食
品
（
１５
〜
６９

歳
、
１
万
人
）
で
は
、
「
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
が
６
・
７

％
（
同
年
８
月
調
査
比
０
・

２
㌽
増
）
、
「
牛
乳
」
７
・

５
％（
１
・
１
㌽
減
）な
ど
。

「
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
ヨ

ー
グ
ル
ト
類
」
は
前
回
と
同

値
だ
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
時
の
４
月

に
牛
乳
・
乳
製
品
の
飲
食
が

増
加
し
た
人（
２５
〜
６９
歳
、１

１
３
２
人
）
の
「
飲
食
機
会

の
増
加
が
止
ま
っ
た
理
由
」

は
図
の
と
お
り
。
牛
乳
・
乳

製
品
、
牛
乳
と
も
に
、
太
り

す
ぎ
防
止
や
家
計
の
悪
化
が

主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
利
用
を
増
や

し
た
い
食
品
（
全
体
）
の
う

ち
、
「
牛
乳
・
乳
製
品
」
は

３
位
の
１８
・
９
％
。
男
女
別

で
は
、
男
性
は
１９
・
４
％
、

女
性
は
１８
・
５
％
。
男
女
と

も
若
年
層
で
増
加
意
識
が
高

か
っ
た
。

㈱
富
士
経
済
が
１
月
１４
日

に
公
表
し
た
「
農
林
水
産
ビ

ジ
ネ
ス
の
最
前
線
と
将
来
展

望
２
０
２
０
」
に
よ
る
と
、

国
内
の
ス
マ
ー
ト
農
業
市
場

は
引
き
続
き
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
。
畜
産
な
ど
の
ス
マ
ー

ト
化
に
繋
が
る
施
設
等
２６
品

目
の
市
場
の
ほ
か
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
取
り
組
む
３０
社
の
事
例

と
合
わ
せ
て
分
析
し
た
。

３０
年
の
ス
マ
ー
ト
農
業
市

場
全
体
の
見
込
み
は
、
１
０

２
４
億
円
（
１９
年
比
４４
・
２

％
増
）
の
見
込
み
。
農
業
分

野
で
は
、
生
産
者
の
高
齢
化

や
人
手
不
足
、
大
規
模
化
へ

の
対
応
の
た
め
、
市
場
が
拡

大
し
て
い
る
。

２０
年
の
見
込
み
に
つ
い
て

は
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
市
場

は
、４０
億
円（
７３
・
９
％
増
）。

空
撮
に
よ
る
農
作
物
の
生
育

状
況
の
把
握
な
ど
で
需
要
が

増
加
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

経
営
継
続
措
置
と
し
て
、
導

入
が
補
助
金
支
給
の
対
象
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
並

み
の
伸
び
を
維
持
し
た
。

閉
鎖
型
畜
舎
シ
ス
テ
ム
市

場
は
２
２
８
億
円
（
１
・
３

％
増
）
の
見
込
み
。
畜
舎
内

外
の
制
御
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

空
調
管
理
で
、
家
畜
の
ス
ト

レ
ス
の
軽
減
を
図
る
。
導
入

コ
ス
ト
は
高
い
が
、
家
畜
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
改
善
効

果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
堅

調
な
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
。

家
畜
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
市
場
は
２８
億
円（
１６
・
７

％
増
）の
見
込
み
。安
価
な
製

品
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
規

模
を
問
わ
ず
健
康
や
疾
病
状

態
な
ど
の
監
視
へ
の
利
用
が

進
み
、
市
場
が
拡
大
し
て
い

る
。
導
入
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
営

継
続
の
補
助
の
対
象
と
な
っ

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

課課題題のの解解決決にに向向けけたた主主なな提提言言
①農村における意識改革
②女性農業者の学び合い・女性グループ活動の活性
化
③地域をリードする女性農業者育成・地域農業の方
針策定への女性の参画
④女性農業者に係るプラットフォーム機能の強化

牛乳類「毎日購入」減少

食
の
生
産
活
動
に「
感
謝
を
感
じ
る
」９５
・
５
％

食
の
生
産
活
動
に「
感
謝
を
感
じ
る
」９５
・
５
％

５０代以上は頻度高く

米
消
費
コ
ロ
ナ
で
約
２
割
が
増

米
消
費
コ
ロ
ナ
で
約
２
割
が
増

女
性
輝
く
農
業
創
造
へ
提
言
２８
年
ぶ
り

女
性
輝
く
農
業
創
造
へ
提
言
２８
年
ぶ
り

活
躍
推
進
の
環
境
整
備
目
指
す

活
躍
推
進
の
環
境
整
備
目
指
す

（農水省の資料から作成）

３０
年
ス
マ
ー
ト
農
業
市
場
４
割
増
見
込
み

２０
年
コ
ロ
ナ
対
策
等
で
拡
大
か
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野菜の連作障害対策として緑肥作物
の間作が注目される。ソルガムは耐暑
性が高く、夏期の栽培に適している。
長野県野菜花き試験場は、標高７５０ｍ
以下の寒冷地レタス栽培地域で、間作
にソルガムを導入する「短期輪作体系」
（図１）を公表している。同県のレタ
ス産地では、露地ほ場の利用率が高く、
休耕を伴う緑肥作物の導入は進みにく
かった。考案した体系により、同様の
条件下で、前作（春まき）の収穫から
後作（夏まき）の定植までの２ヵ月間
でソルガムの輪作体系が行える。
短期輪作の概要
ソルガムの生育適温は１０℃以上のた
め、春レタス収穫後の５月下旬～６月
中旬に播種する。ソルガム品種は、細
茎であるスーダン型ソルガムなどが適
している。
播種直後に軽く鎮圧し、出穂前であ
る播種後５～６週目（草丈１５０～１７０㎝
が目安）ですき込む。前作の残肥を活
用するため、ソルガムは無施肥で作付

けする。ソルガム導入により、土壌は
軟らかくなり、レタスの根圏が深く発
達する。また、この時期のソルガムは、
炭素率（Ｃ／Ｎ比）が２０と低く、分解
性に優れており、１ヵ月で約４０％程度
の窒素が無機化する。
すき込み作業は、通常のロータリー
で耕うんしながら行うことができる。
３０馬力の中型トラクターで１回、その
後分解を促すために１０日間隔で２回耕
うんを行った場合、総作業時間は１０ａ
当たり約１６０分を要した。後作の全面マ
ルチ作業への影響は少ないとみられ
た。
最初のすき込みから約２０日程度の腐
熟期間を経た後、後作の定植は８月上
旬から可能となる。なお、後作レタス
には晩抽性品種が適している。
窒素減肥効果
同試験場が１７～１８年に現地（塩尻市）
で行った試験では、播種後６週のソル
ガムをすき込み、後作レタス栽培での
窒素減肥について検討。窒素成分を標

準量（９㎏／１０ａ）施用する区を対照
区とし、ソルガムすき込みの有無と窒
素成分の減肥程度（０％、３０％、５０％、
１００％）が後作レタスの生育に及ぼす影
響を調査した。
その結果、ソルガム有り・窒素成分
０～５０％減肥区のレタスの結球重は対
照区と同等または優れていた（図２）。
一方、ソルガム有り・窒素成分１００％減
肥区はレタスの結球重が低下した。
以上により、ソルガムすき込み後の
後作レタス栽培では、窒素減肥率５０％
までが適当と判断された。
留意点
①同技術のソルガム適正播種量は５
㎏／１０ａである。
②寒地では、ソルガムの生育量を十
分確保できない場合があるため、標高
７５０ｍ以下が対象の技術とする。
③ソルガムの草丈が伸び出穂期に近
づくと、すき込み量が増し、Ｃ／Ｎ比
が高まる。このようなソルガムはロー
タリーに絡まりやすいため、フレール

モアなどでの細断が必要。また、後作
栽培で窒素不足の恐れがある。
④ソルガム生育には、前作の残存窒
素を利用する体系を想定している。遊

ひ よ く ど

休荒廃地や肥沃度の低いほ場で、ソル
ガムの十分な生育量を確保するために
は、窒素成分で５㎏／１０ａ以上を施肥
する必要がある。
⑤同一マルチで２作栽培する体系は
想定していない。
⑥同技術は未解決の部分があり、地
域の指導員や専門家と相談の上で導入
する。

農水省は、「自然災害等のリスクに
備えるためのチェックリスト」と「農
業版ＢＣＰ（※）」を策定。１月にホ
ームページで公表した。
近年、自然災害（台風・大雪）などが多
発しており、それによる農畜産業の被
害額も増加傾向にある。これを受け、生
産者が自然災害などへの備えに取り組
みやすくするよう策定した。いずれも
表計算ソフトで利用可能な形で公開さ
れており、パソコン上での記入または
印刷して書き込む方式となっている。
チェックリストは「リスクマネジメ
ント編」と「事業継続編」の２つで構成
されており、経営形態別に耕種・園芸・
畜産の３パターンが提供されている。
リスクマネジメント編は、平時から
のリスクに対する備えや、自然災害へ
の直前の備えに関する事項を確認でき
る。「災害対策や復旧方法について知
識を身に付けているか」などの項目が
ある。

事業継続編は、被災後の早期復旧・
事業再開の観点から押さえるべき事項
（ヒト・モノ・セーフティネットなど）
を確認できる。「収入保険の補償内容を
理解するとともに加入しているか」「従
事者の欠員への代替要員は確保できる
体制か」などの項目がある。
さらに、事業継続編では項目ごとに
自身の経営に合わせた詳細な内容を記
載する箇所がある。パソコン上で記入
することで、簡単に農業版ＢＣＰを作
成できる。これらは、１年ごとに見直
すことが推奨される。
同省は「リスクへの備えの意識を生
産者に高めてもらい、農業保険などセ
ーフティネット加入の契機となること
を期待する」としている。
※事業継続計画のこと。自然災害な
どが発生した場合も、中核となる事業
を継続させたり、可能な限り短時間で
事業を復旧させたりするための方法・
手法などを取り決めておく計画。

農水省の公表した２０年産モモの結果
樹面積、収穫量及び出荷量によると、
減産が続いている。
１０ａ当たり収量は、前年産より６％
下回る１０６０㎏となった。２０年は、主産
県の福島で４月中旬からの低温により
着果数が減少し、７月の天候不良で果
実の軟化が発生。さらに、福島・長野
でせん孔細菌病が多発したことなどが

影響したとみられている。
単収の減少に伴い、収穫量は８％減
の９万８９００ｔ、出荷量も８％減の９万
１３００ｔとなった。いずれも、４年間で
約２割の減産となっている。都道府県
別の収穫量割合は、上位３県で約６割
を占め、山梨が３１％、福島が２３％、長
野が１０％となっている。
結果樹面積は３％減の９２９０ha とな

っており、生産量に比べて減少率は抑
えられている。気候変動や病害による
減産がうかがえ、対応した品種や栽培
技術の開発が望まれる。

農研機構中央農業研究センター鳥
獣害グループ（茨城県）は、１月に
「鳥獣害痕跡図鑑」をウェブで公開。
被害状況写真から加害鳥獣の種類を
判断し、的確な対策の一助とするこ
とができる。
農作物が野生動物の被害にあって
いても、どの鳥獣によるものかを判
断するのは難しい。図鑑では、加害
鳥獣が明らかなものや、推測される
もの（根拠）などを食害の痕跡写真
で検索できる。
主な対象農作物は、果樹（リンゴ、
ミカン等）・根菜（ニンジン等）・
葉茎菜類（キャベツ、ホウレンソウ

等）・果菜類（トマト等）・果実的野
菜（イチゴ等）。鳥類はカラス類・ヒ
ヨドリ・ムクドリなど、獣類はアライ
グマ・ハクビシン・タヌキによる加害
状況見本を示している。
例としてホウレンソウの項目をみる
と、主に加害する「ヒヨドリ」による
被害写真と見分け方を記載。ページを
印刷するか、携帯端末などからアクセ
スすることで、実際のほ場での被害状
況と照らし合わせることができる。
図鑑は、農研機構ホームページから
閲覧できる。同グループ担当者は「今
後、対象とする鳥獣の種類や農作物を
増やしていく予定」としている。

事故に備える対応を考える
（リスクマネジメント編）

��

事故後の立て直しを考える
（事業継続編、BCP）

平時からの備え 直前の備え ●機械や施設が使えない際の代替
手段はあるか。

●種苗や燃料の調達に支障が生じ
た際の代替手段はあるか。

●早獲や落下した果実の加工用販
売ルートは確保できているか。

施設
野菜

資材・農薬
などの備蓄

野外の機械を屋
内や高台に移動

樹体の補強 収穫可能な
果実を収穫果樹

長野県野菜花き試験場
寒冷地
レタス土壌改善と窒素５０％削減の効果
ソルガム間作による短期輪作体系で

被害状況写真から加害鳥獣検索事業
継続計画作成で自然災害リスクに備えを

農研機構の鳥獣害痕跡図鑑農研機構の鳥獣害痕跡図鑑
農水省、チェックリスト示す
リスクマネジメントとBCPの具体的イメージ

自然
災害
（例）

大規模
台風 �

（農水省の資料から作成）

天候不良等でモモ９％減少
２０年産収穫量
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子牛は下痢症にかかりやすく、死亡
に至ることも少なくない。酪農経営上
の重大な課題となっている。
従来、生乳や初乳を原料とする発酵
乳が子牛の下痢症対策に利用されてき
た。しかし、発酵品質が不安定である
ことや、雑菌が増殖し不衛生であるこ
となどを理由に、継続して利用してい
る酪農家は一部に限られていた。
北海道大学大学院などの研究グルー
プは、発酵品質が安定的で、衛生的な
製法で作ることができる「代用乳を原
料とした発酵代用乳（ＦＭＲ）」を開
発。ロタウイルス（ＢＲＶ）を感染さ
せた実験から、ＦＭＲの給与による新
生子牛の下痢症軽減効果も明らかにし
た。
ＦＭＲの作り方
原料に使う代用乳は、発酵を促すた
め、脂肪率２０％以上の製品を推奨して

いる。ほかに、乳酸菌製剤、フタ付き
ポリバケツ、泡立て器を用意する。
ＦＭＲは３．５倍に薄めるよう調乳す

る。７㍑作る場合、清潔なバケツに代
用乳を２㎏入れ、全量に対し乳酸菌製
剤を１％（７０ｇ）添加し、５０℃前後の
湯を５㍑加える。泡立て器でよくかき
混ぜ、フタをして一定の室温（２０～
２５℃）が保てる場所に置いておく。
その後は１日１回かき混ぜ、発酵開
始２日後に㏗５．３以下まで下がったら
完成。給与直前にＦＭＲを同量の湯と
混ぜ、７倍に薄め、４０℃前後に温める。
給与量は子牛体重の５％量とする。液
状となっていて子牛が飲みやすい。な
お、雑菌混入などのリスク回避のため、
完成後はなるべく早めに子牛へ給与す
ること。
下痢症軽減効果の検証
ＦＭＲを生後０～３日齢の子牛に毎

日給与し、給与開始
４日後にＢＲＶを経
口接種。実験的に下
痢症を起こし、接種
１０日後まで観察。代
用乳を給与する子牛
との臨床症状や哺乳量を比較した。
その結果、ＦＭＲ給与子牛は下痢を
発症したものの、水様性下痢がほとん
ど認められず症状は軽度に抑えられ
た。また、代用乳給与子牛よりも早期
に下痢発症時の哺乳量が回復。腸管検

ちょうじゅうも う

査の結果、腸炎の組織病変（腸絨毛の
短縮や粘膜での炎症像）が軽度に留ま
っていた（図１）。
以上により、子牛へのＦＭＲ給与に
よって、ＢＲＶによる下痢症状が軽減
されたことが示唆された。
さらに、下痢発生頭数の多い道内２
戸の酪農場で実証試験を実施した。過

去３年間の調査の結果、２農場とも、
ＦＭＲ給与子牛で代用乳給与子牛より
も腸炎発生数が減少（図２）。腸炎に
よる死亡頭数の減少は、Ａ農場で認め
られた。また、ＦＭＲ給与子牛は腸炎
を発症しても治療期間が短く、Ａ農場
の治療費は約半分に抑えられた。
同大学院獣医学研究院の准教授・今
内覚氏は、「代用乳を用いて作るので、
和牛受精卵移植（ET）産子などにも応
用可能」としている。ＦＭＲの作り方
を解説した動画がウェブ公開されてお
り、誰でもみることができる。

（一社）日本草地畜産種子協会は２
月５日、２０年度の国産濃厚飼料シンポ
ジウムをウェブ上で開催。「子実用ト
ウモロコシの生産・利用の拡大に向け
て」をテーマとした。
◎基調講演では、酪農学園大学（北
海道）の名誉教授・荒木和秋氏が、
「子実用トウモロコシ栽培の現状と意
義」と題して発表を行った。
北海道での普及事例を中心に報告。
子実用トウモロコシは、稲や小麦など
の転作作物としての導入が基本とな
る。小麦や大豆に比べて農薬散布など
の作業工程が少ない。一方、ほかの作
物と比べて、直接支払交付金単価が低
い。また、単収は気象条件に左右され
年次変動が大きい。貯蔵施設の不足、
生産費用の増大なども普及上の課題と
した。
◎実際に経営に導入している事例と
して、開拓酪農家の（農）新利根協同
農学塾農場代表・上野裕氏（茨城県）

が「放牧酪農における子実用トウモロ
コシ」と題して発表した。
同氏は、千葉県の耕種農家と地域連
携。今後、中国が米国からの穀物輸入
量を増やしていくことで、国内の畜産
農家に十分供給できなくなる可能性を
指摘。穀物価格高騰への備えとして、
導入を始めた。「このまま国際価格上
昇が続けば国産も十分視野に入る。今
の時点から十分な供給量を確保できる
よう手を打つことが重要」とした。
◎パネルディスカッションでは、各
発表者が普及上の課題解決に向けての
見解を述べた。荒木氏は、「輸入に比
べて国産は新鮮という声が挙がってい
る。そのような評価を畜産農家・消費
者へ拡げていくことが大切」とコメン
ト。上野氏は、「現状は国産価格が高
く、利用する畜産農家に対する動機付
けが必要」とした上で、「国が持続可
能な経営として評価するのであれば、
支援に力を入れるべき」とまとめた。

豚熱やアフリカ豚熱などの感染拡大
防止を目的として、今年４月１日から
エコフィードの新基準が施行される。
利用する養豚農家においては、適正に
処理されたものを利用しなければなら
ない。農水省の資料からポイントをま
とめた。
加熱様式として、肉を扱う事業所な

どから排出された資源を原材料とする
飼料は「撹拌しながら９０℃６０分以上ま

たはこれと同等以上の加熱処理」を行
うことなどが飼料安全法に基づく省令

で規定される。
また、豚及びイノシシの飼養衛生
管理基準では、肉を扱う事業所等か
ら排出された資源を原材料とする飼
料を給与する場合に「適正な加熱処
理が行われていないものは衛生管理
区域内に持ち込まないこと」と変更
される。

同協会が開いた１月２１日の「２０年度
全国コントラクター等情報連絡会議」
では、農研機構中央農業研究センター
の松尾守展氏が「ＴＭＲ材料サイレー
ジ品質向上のポイント～バンカーサイ
ロの補修と踏圧技術を中心に」と題し
て講演を行った。
良質な粗飼料給与により、牛の健康
が保たれる。サイレージが発酵不良と
ならないよう、調製作業には注意が必
要となる。
同氏はまず、サイレージが不良発酵
になる過程を解説。㏗が十分に下がら
ないことで起こる「酪酸発酵」と密閉
が不十分なことで起こる「好気的変敗」
に注意すべきとした。
また、詰め込み時に原料草（以下、
草）の密度を高めることで、サイロ内

の酸素が追い出され乳酸発酵が促され
る。保存性向上と栄養価ロス減少を可
能とする。サイロの容積効率も高まり、
経済的だと強調した。高密度化を実現
するため、「踏圧する車両の重さ」「草
の拡散の厚さ」「踏圧する時間」「草
の切断長」が重要となる（表）。
次に、バンカーサイロの床面補修の
重要性を説明。床面コンクリートは高
強度である一方で酸に弱いという特徴
があり、サイレージの酸や排汁で経年
劣化が進む。特に寒冷地では、冬場に
排汁が凍結することでより早く進行す
る。放置すれば、取り出し時の砂利な
どの混入、サイレージの品質劣化、Ｔ
ＭＲミキサなどの機械損耗を招く。
対策として、耐酸性のアスファルト
で床面補修することで、発酵品質が向
上した事例を紹介。「サイロの清掃が
楽になる」「草を詰め込みやすくなる」
など、作業者の負担も軽減された。
同氏は最後に、「作業時には、高密
度化・予乾・密封・異物の混入防止と
いったポイントに注意しつつも、壁の
高さを超えて積み上げないなど、安全
な作業を意識することが大事である」
とまとめた。

原料草高密度化のポイント
車両の重さ ▶ 重く ホイール式が適する
拡散の厚さ ▶ 薄く 一度拡げて踏んだ草は崩さない
踏圧時間 ▶ 長く １台当たり拡散２分以内、踏圧４分以上
草の切断長 ▶ 短く 収穫機の整備、刃の研磨

（講演内容から作成）

北海道大学大学院な
ど

子牛の下痢症軽減・腸炎死亡頭数低減
衛生的な「発酵代用乳」製法

バンカー
サ イ ロ 床面補修で品質と作業性向上を国 産 子 実

トウモロコシ 地域連携で供給量確保
密度高く詰め込みも重要

開拓酪農家・上野氏が事例発表

エコフィードの安全確保へ
養豚新基準４月から施行
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近年、黒毛和種の受胎率は低下傾向
にある。牛舎の回転率や生産性の向上
には、空胎日数を短縮する必要がある。
分娩後の子宮の回復状態を把握するこ
とは重要だが、既にある検査方法では
子宮内部の回復を直接判定できず、で
きても手間がかかる。
富山県農林水産総合技術センター畜
産研究所は子宮内膜細胞を取り出し、
炎症などに影響を及ぼす白血球の割合
を測定することで、子宮回復の指標に
できるかを検討。また、薬剤に頼らず
分娩後の子宮回復を促進し子宮内膜の
疾病を予防するため、不飽和脂肪酸の
一種であるリノール酸を添加した飼料
の給与による白血球割合の抑制効果を
検証した。
なお、リノール酸は、白血球の機能
亢進や子宮収縮に関するホルモン分泌
の効果があると報告されている。
【白血球割合と空胎期間等の関係】
分娩から４週間経過した黒毛和種４５
頭を供試。メトリブラシ（先端にブラ
シの付いた器具）を使い、子宮内から

細胞を取り出した。乾燥させた細胞を
染色し、顕微鏡で観察した。白血球割
合は、白血球数÷全細胞数×１００の計
算式で求めた。
結果
１年１産を達成できたグループとで
きなかったグループに分けて白血球割
合を測定すると、１年１産ができなか
ったグループでは有意に高かった（図
１）。
触診で子宮の状態を確認したとこ

ろ、両グループに大きな差は認められ
なかった。白血球割合が受胎しやすい
牛とそうでない牛を見分ける指標にで
きることが分かった。また、白血球割
合は産次とも関係があり、初産牛と１０
産以上が、２～９産次よりも白血球割
合が有意に高かった（図２）。
季節ごとに比べると、夏（７～９月）
で他の季節よりも高い傾向がみられ、
空胎日数が延長しやすい条件を把握で
きた。
【リノール酸添加飼料の効果】
試験区としてリノール酸入り飼料を

１日５０ｇ（リノール
酸として約１０ｇ）、
分娩後３０日間給与す
る「給与区」に４頭
（初産牛３頭、１２産
牛１頭）を配置、
「対照区」に４頭（初産牛３頭、１１産
牛１頭）を配置した。
両区とも濃厚飼料として繁殖牛用の
市販配合飼料、粗飼料として主にイタ
リアンライグラスの２番草のサイレー
ジを給与した。分娩後４０日前後の白血
球割合と繁殖成績、血液成分の違いを
測定した。
結果
給与区の白血球割合は５．８％と、対照
区の１８．７％に比べて有意に低かった。
また、白血球の最大値も、対照区の
３８．４％に対し、１３．２％と低かった。繁
殖成績は表のとおり。給与区の初産牛

３頭の平均空胎日数は５８日だった。１２
産牛は受胎せず廃用。対照区の初産牛
１頭の空胎日数は６４日、２頭は３回以
上の人工授精で受胎せず、空胎日数は
８０日を超過した。１１産牛は受胎せず廃
用となった。分娩後の血液検査の結果
には有意差は無かった。
なお、リノール酸添加飼料の費用は
１頭当たり５０ｇ／日×３７日間で１４８０円
だった。
以上のことから、白血球割合が子宮
の回復状態の指標となり、薬剤に頼ら
ないリノール酸の給与で回復を目指す
ことができると示された。

（公社）日本食肉格付協会はこのほ
ど、２０年（１～１２月）の牛枝肉格付結
果を公表した。
全体の格付頭数は、前年は減少した
ものの、再び増加に転じた。交雑種去
勢の３等級以上の割合は７割を超え、
最高値を更新した。和牛去勢の４等級

以上の割合も継続して増加しており、
肉質の向上がうかがえた。
全体の格付頭数は８９万２３２１頭と、前
年から０．６％増加した。内訳は、交雑種
が４．２％減、和牛が４．４％増、乳用種が
３．２％減となっている。和牛は増加が続
いているものの、交雑・乳用種はとも

に前年に引き続き減
少した。
交雑種去勢の格付
頭数は、前年比４．１％
減の１１万４３２３頭。肉
質３等級以上の割合
は１．３㌽増の７０．５％
と、初めて７割を超
え、増加傾向が続い
ている。４等級以上
は 、１．０㌽ 増 え 、
２０．８％となった。歩
留まりは、B等級が
０．５㌽減で７３．２％、Ａ
等級は１．０㌽増で
１０．０％だった。５年
前の傾向と比べる
と、Ｂ等級は３．８㌽減、Ａ等級は３．５㌽
増と、Ａ等級割合が増加している。
交雑種雌の格付頭数は、同４．３％減の

１０万７３２頭だった。３等級以上の割合
は、３．３㌽増の６５．２％。４等級以上は
３．０㌽増の１８．８％となった。歩留まり
は、Ｂ等級が０．１㌽減の７０．５％、Ａ等級
が１．３㌽増の１３．８％だった。５年前と
比べると、Ｂ等級が３．０㌽減少したの
に対し、Ａ等級は４．３㌽増加している。
和牛去勢の格付頭数は、同５．１％増の

２５万８３９２頭。肉質では、４等級以上の
割合は１．７㌽増の８６．０％となった。う
ち４等級が３５．８％、５等級が５０．２％。増

減は、３等級が１．２㌽減、４等級が１．９
㌽減、５等級が３．６㌽増と、５等級の増
加が続いた。種雄牛の改良や肥育技術
により、脂肪交雑・締まりなどの向上
が続いているためとみられる。歩留ま
りはＢ等級が０．９㌽減の４．９％、Ａ等級
が０．９㌽増の９４．８％となった。５年前
と比べると、Ｂ等級は２．６㌽減、Ａ等
級は２．６㌽増となっている。
乳去勢の格付頭数は、３．７％減の１５万

６８１３頭。３等級以上割合は前年から
０．５㌽増加し３．１％となった。５年前と
比べると、３等級以上が０．５㌽増加し
ている。

（独）家畜改良センターは２０年の同
センターの１０大ニュースの１つに、牛
肉中のイノシン酸｛核酸（体を作る元
となる細胞に存在する、新しい細胞を
作り出すために必要不可欠な成分）の
一種で、うま味成分｝含量を高める遺
伝子マーカーを特定し、その判定手法
について、特許を取得したことを挙げ
ている。
牛肉中のイノシン酸含量は、熟成と
ともに酵素の働きで徐々に分解され
る。特定した遺伝子マーカーの優良型
は、酵素活性が弱いため、熟成過程で

の分解を抑制し、イノシン酸をより
多く牛肉に留める機能を果たす。
遺伝情報は一生変わらない。子牛
の段階で血液や毛根から細胞を採取
して型を判定し、種牛選抜の参考情
報として利用。優良型を増やすよう
に交配して、うま味成分の多い牛肉
になる牛の生産が期待できる。

表 リノール酸含有飼料給与牛の繁殖成績

区分 供試頭数 人工授精
頭数 受胎頭数 空胎期間

８０日未満

給与区 ４ ４ ３ ３
対照区 ４ ４ ３ １

図、表ともに富山県農林水産総合技術センター畜産研究所の資料から

１～１２月の牛枝肉格付結果
単位 :%、頭

等級 ５ ４ ３ ２ １ 計 頭数

交
雑
去
勢

２０年

A ０．６ ４．２ ４．２ １．１ ０．０ １０．０ １１，４４８
B ０．６ １４．１ ３７．８ ２０．６ ０．０ ７３．２ ８３，６７５
C ０．０ １．３ ７．７ ７．５ ０．３ １６．８ １９，２０１
計 １．２ １９．６ ４９．７ ２９．２ ０．３１００．０ １１４，３２３

１９年

A ０．５ ３．９ ３．６ １．０ ０．０ ９．０ １０，７１０
B ０．５ １３．６ ３７．９ ２１．７ ０．０ ７３．７ ８７，８１０
C ０．０ １．３ ７．９ ７．８ ０．４ １７．３ ２０，６４８
計 １．０ １８．８ ４９．４ ３０．５ ０．４１００．０ １１９，１６７

等級 ５ ４ ３ ２ １ 計 頭数

和
牛
去
勢

２０年

A ４９．５ ３３．８ １０．０ １．５ ０．０ ９４．８ ２４４，９１７
B ０．７ ２．０ １．４ ０．８ ０．０ ４．９ １２，７３４
C ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ７４２
計 ５０．２ ３５．８ １１．４ ２．４ ０．２１００．０ ２５８，３９２

１９年

A ４５．９ ３５．３ １０．９ １．８ ０．０ ９３．９ ２３０，８３９
B ０．７ ２．４ １．７ １．０ ０．０ ５．８ １４，２６３
C ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ７９５
計 ４６．６ ３７．７ １２．６ ２．９ ０．２１００．０ ２４５，８９７

※四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある。

富山県農林水産総合技術センター畜産研究所
黒 毛
繁殖牛リノール酸給与で繁殖成績向上

白血球割合が子宮回復の指標に

20年 交雑去勢4等級以上20.8％に増加
Ａ等級割合は10.0％に

イノシン酸含量高める
遺伝子マーカーを発見

うま味成分多い牛肉生産に期待
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

出荷減の乳去・
交雑種は引き合
い保たれるか

１月の和牛の枝肉相場は、需要期を
過ぎ、１１～１２月の高値から下落した。
交雑種（Ｆ１）も弱もちあいとなった。
新型コロナウイルス（以下、コロナ）
の感染拡大を受けた政府の緊急事態宣
言の再発令により、外食産業の低迷が
続き、引き合いが弱まった。
【乳去勢】１月の東京市場の乳牛去
勢Ｂ２税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０１２円（前年同月比１０４％）
となり、前月に比べ８５円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の乳用種の全国出荷頭数は２
万３９００頭（９４％）と引き続き減少を見
込んでいる。
【Ｆ１去勢】１月の東京市場の交雑種
去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３が
１５９４円（前年同月比９９％）、Ｂ２は１４４５
円（９８％）となった。前月に比べそれ
ぞれ８１円、３６円下げた。
同機構は、２月の交雑種の全国出荷
頭数を１万７０００頭（９７％）と前月に続
き減少すると予測している。
【和去勢】１月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２４４５
円（前年同月比１０８％）､Ａ３は２２８２円
（１１３％）となった。前月に比べそれぞ
れ１８１円、７５円下げたが、前年同月を上
回っている。Ａ５は２６８８円（１００％）と
１８４円下げた。
同機構は２月の和牛の全国出荷頭数

を３万３５００頭（１００％）と前年同月並み
を予測。牛全体では７万５９００頭（９７％）
と見込んでいる。
２月の輸入量は総量で４万９００ｔ

（９８％）と予測。内訳は冷蔵品１万８１００
ｔ（９５％）、冷凍品２万２８００
ｔ（１０１％）。冷蔵品は、北
米からの入船遅れの影響や
前年度の輸入量が多かった
ことから、前年同月をやや
下回る見込み。冷凍品は、
前年同月をわずかに上回る
と予測している。
コロナの影響が依然とし
て大きい。緊急事態宣言が
延長され、外食など業務用
需要の減退が続くとみられ
る。
この時期は閑散期で需要
は強くない。消費者の節約
志向も高まっている。相場
は全体的に弱含みの展開が

予想される。ただ、内食需要は引き続
き堅調に推移すると見込まれる。出荷
頭数の減少が予測されている乳牛去
勢、交雑種は引き合いが保たれるか。
和牛は３～４等級に引き合いが集ま
り、５等級の販売は苦戦が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９００～
９５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、Ｂ
２は１２５０～１３５０円、和牛去勢Ａ４が
２４００～２５００円、Ａ３は２２００～２３００円で
の相場展開か。

内食需要引き続
き堅調見込まれ、
底堅い展開か

１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が４９６円（前年同月比
１１０％）、中物は４５４円（１１５％）となっ
た。前月に比べそれぞれ３８円、４５円下
げた。月前半の相場は高値を維持し、
後半は軟調な展開となったものの、月
間平均は上物、中物ともに前年同月を
上回った。緊急事態宣言の再発令で内
食需要が継続し、量販店などの販売が
好調だった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、２月は１３０万７千頭（前年同月比
９９％、過去５年同月平均比９９％）、３
月は１４０万９千頭（９８％、１００％）と前年
を下回って推移すると見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の輸入量は総量で６万６７００ｔ

（前年同月比１００％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万４０００ｔ（９７％）、冷凍品３
万２７００ｔ（１０２％）。冷蔵品は、新型コ
ロナウイルスの影響による国内需要の
減少に伴う買い付けの減少などから、
前年同月をわずかに下回ると予測。冷
凍品は前年の輸入量が少なかったこと
から、前年同月をわずかに上回る見込
み。国産、輸入を合わせた在庫量が減
少しており、２月末は前年同月比１２％
減の１８万３７００ｔと予測している。
緊急事態宣言の延長で、内食需要が
引き続き堅調に推移するとみられる。
出荷頭数が前年を下回って推移すると
見込まれていることに加え、在庫量が
減少傾向となっていることから、相場
は底堅い展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５００～５３０円、
中物は４６０～４９０円での相場展開か。

乳素牛・スモー
ルもちあい、和
子牛は弱含みか

【乳素牛】１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万１３４８円（前年同月比１０３％）、Ｆ１去
勢は４６万５６７円（９２％）となった。前月
に比べ、乳去勢は２４６８円下げ、Ｆ１去勢
は５３０６円上げた。Ｆ１去勢は４ヵ月連続
で上昇した。
昨年から続いている牛肉の内食需要
により、両品種とも、もちあいで推移
するか。
【スモール】１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が９万
５２２８円（前年同月比９６％）、Ｆ１（雄雌
含む）は１５万３３２６円（７０％）となった。
前月に比べそれぞれ６９４０円、９４８１円下

げた。取引頭数は前年同月に比べ乳雄
は下回り、Ｆ１は上回っている。
なお、２０年１～１２月の取引頭数（確
定値）は、乳雄が９万５４２３頭（前年比
９４％）、Ｆ１は１７万２２３３頭（１１５％）だっ
た。
両品種の枝肉・素牛価格がほぼ安定
してきたことから、スモールはもちあ
いの展開となるか。
【和子牛】１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７９万
５８１２円（前年同月比１０２％）となった。
前月に比べ１万７９７７円下げた。和牛肉
は需要期を過ぎ、枝肉相場が高値から
軟調に転じたことにより、８ヵ月ぶり
に前月を下回った。
新型コロナウイルスの影響により、
依然として先行きは不透明となってい
る。子牛の相場は、弱含みの展開が予
想される。

Ｊミルクが１月２９日に発表した２１
年度の生乳及び牛乳・乳製品の需給
見通し（１面に概要掲載）では、乳
用種雌・雄、交雑種の出生頭数実績
（２０年４月～１１月の８ヵ月間）も示
している。（独）家畜改良センター
の乳用雌牛頭数（速報値）をまとめ
たもの。それによると、全国の子牛
の出生頭数は、乳用種雌・雄は前年
同期に比べ減少し、交雑種は増加し
ている。
全国の乳用牛からの出生頭数は、
合計で４７万７２４７頭（前年同期比
１０１．２％）と前年を上回っている（和
牛受精卵移植による出生頭数含
む）。このうち、乳用種雌の出生頭
数は１６万６３７６頭（９７．２％）だった。地

域別では、北海道が１２万２６３３頭
（９７．９％）、都府県は４万３７４３頭
（９５．２％）となっている。全国の出生
頭数は５月以降、前年同月を下回って
推移しており、今後の乳用後継牛の確
保が懸念される。
乳用種雄の全国の出生頭数は１０万

９４４２頭（９１．１％）だった。性選別精液の
活用が増加していることから、乳用種
雄の出生頭数は減少傾向が続いてい
る。乳用種雄と雌の出生割合は
３９．７％ :６０．３％となった。
一方、交雑種の全国の出生頭数は１７
万３５７８頭（１１１．７％）だった。乳用牛へ
の黒毛和種の交配率が高止まりとなっ
ていることから、前年同月を１割前後
上回って推移している。

１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５８９ ５３３ ２７９ ２７７ ２５２,６１３ ２５２,４８４ ９０５ ９１１
Ｆ１去 １,１２９ １,５６８ ３１７ ３１５ ４５８,７４２ ４５３,６６３ １,４４７ １,４４０
和去 １,４０６ １,６００ ３１０ ３０８ ８１５,６４５ ８１３,４７９ ２,６３１ ２,６４１

東 北
乳去 － ２ － １３６ － ７９,２００ － ５８２
Ｆ１去 １２ ３ ３０７ ２１４ ４１０,１１７ ２２１,４６７ １,３３７ １,０３３
和去 １,９５６ ２,２２６ ３０２ ３００ ７１６,７８５ ７６９,５５１ ２,３７６ ２,５６３

関 東
乳去 ２８ ２５ ２４８ ２５６ １９４,０７１ ２２５,８９６ ７８１ ８８３
Ｆ１去 ９０ １２０ ２９２ ２９７ ４１６,７５３ ４３４,７７４ １,４２６ １,４６３
和去 ７０４ １,０７４ ２６２ ２６５ ７４４,６９３ ７７１,８１９ ２,８４２ ２,９１６

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 － ５２ － ２７９ － ７９９,５３０ － ２,８６６

東 海
乳去 ９ ７ ２６８ ２８９ ２２１,４６６ ２５７,５５７ ８２７ ８９１
Ｆ１去 ４３ ５６ ３０６ ３０１ ４８１,６２０ ４４９,７８２ １,５７４ １,４９４
和去 ４４３ ２７９ ２６２ ２５６ ８５５,２０４ ８３０,６５３ ３,２６０ ３,２３９

近 畿
乳去 １ － １４４ － １３２,０００ － ９１７ －
Ｆ１去 ２ － １４１ － ２８７,６５０ － ２,０４０ －
和去 ４９７ ４４０ ２５２ ２５２ ７３８,９０７ ８１８,４０５ ２,９２８ ３,２４８

中 四 国
乳去 ６４ ５２ ２６０ ２６３ ２０４,７８９ ２１３,９０７ ７８７ ８１２
Ｆ１去 １７９ １６６ ３０３ ３０７ ４４９,１９３ ４３９,７１５ １,４８１ １,４３５
和去 ９０７ ９６３ ２８５ ２６７ ７８８,２０２ ７９９,２５９ ２,７６８ ２,９９３

九州・沖縄
乳去 ３８ ４１ １８６ ２５０ １７０,７３１ １８５,６８５ ９１８ ７４２
Ｆ１去 ３２７ ３３７ ３０１ ３０９ ４８５,２９１ ４８０,６３８ １,６１４ １,５５５
和去 １０,０５９ ８,１２５ ２８６ ２８８ ８１２,８６６ ８３２,３２３ ２,８３８ ２,８９２

全 国
乳去 ７２９ ６６０ ２７１ ２７３ ２４１,３４８ ２４３,８１６ ８９１ ８９３
Ｆ１去 １,７８２ ２,２５０ ３１１ ３１２ ４６０,５６７ ４５５,２６１ １,４８１ １,４５９
和去 １５,９７２ １４,７５９ ２８７ ２８８ ７９５,８１２ ８１３,７８９ ２,７７３ ２,８２６

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

交雑種１割増、乳雄は１割減
２０年４～１１月の出生頭数
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